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古き良き時代の研究活動(1980年代まで）

学術出版
論文流通

研究資料・
データの保存 研究資料・

データの運用

研究リテラシー

実験・検索・検証

論証・出版

ノウハウ
秘匿資料

作法出版

既存出版資料
との比較

出版Goal

・属人的
・パラダイムは安定
・研究公正と道徳
・一子相伝

Closed

・学問・研究の自由
・引用のないオリジナルな研究
・見てもらえなくても良い

牧歌的世界透明性の欠如



研究はあこがれから始まる
カオスという物理現象

指示書 from Supervisor (Prof. Y.Ueda)
アナログコンピュータ
の回路図（Prof. Y.Ueda）

アナログ・コンピュータ



現象の起源を知りたい
絨毯爆撃による探索

振幅 B
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準静的探索

分岐点によるカオスへの発生ルート確認

①データはどうやって公開するか？



α-ω branch tracer

明確な理論の希求
多様体の描画による大域分岐探索 (1982)

双曲型不安定周期点も固有ベクトルが
張る線形固有空間から，

安定（ω)，不安定(α)多様体への写像

二点境界値問題の解法による
多様体の計算アルゴリズム

Guckenheimer & Holmes
(Springer, 1986) に
結果を提供

@大型計算機センター
@名古屋大学プラズマ研究所

大域分岐 Homoclinic の追跡



with 中島弘之先生（当時修士課程，現 近畿大学, 1985）

研究の日々の果に・・・大失策

SIAM (1988)

Conference@Henniker, New Hampshire,  
USA (June, 1986)

電子情報通信学会非線形問題研究会資料より



Conference (1986) の次の収録論文

By Dr. B. Stewart 

Duffing eq. 最後の”大域分岐”

Blue sky catastrophe
with 中島弘之先生（当時修士課程，現 近畿大学, 1985）

大失策の意味

② 研究のPriority はどうやって確保するか



Conference (1986) の次の収録論文

By Dr. B. Stewart 

Duffing eq. 最後の”大域分岐”

Blue sky catastrophe
with 中島弘之先生（当時修士課程，現 近畿大学, 1985）

大失策の意味
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② 研究のPriority はどうやって確保するか



時間

研究の深度

創成

展開

成熟

パラダイムシフト

既存の物理を包含する
全く新しい物理の創成

応用

基礎研究

商品化に至らず

基礎研究の再考

仮説検証

カオス

既成理論の限界

非線形振動子

理論も実験も
完成していく



基礎研究からのパラダイムシフト

時間

研究の深度

創成

展開

成熟

パラダイムシフト

理論も実験も
完成していく

既成理論の限界

イノベーション
技術・文明論の出現
（学術・市場の再定義）

経済成長視点

手法の蓄積
相互利用

商品化

研究評価

基礎研究

不連続発展

仮説検証

Neural Net

第3次AIブーム

Hopfield Network 

Deep Learning

Transformer
Attention Mechanism

GPT

結合系
生物模倣

③イノベーションはいつ生じるのか

何が生じて
いたか

カオス非線形振動子

Fukushima, Amari, 
Aihara, Kaneko

Hinton



越境できる研究コミュニティの提案 ③の試み

コミュニティがあっての研究者
連携への関係構築の重要性

新しい研究ソサイエティの発足
完全OAオンラインジャーナルの創刊

WoS, IF 取得



コミュニティ再構築への取り組み

全⽅位の対応（京⼤の活動）から ②の試み
ü 学位論文のインターネット公開義務化 (2013.4)
ü 京都大学オープンアクセスポリシー策定 (2015.5)
ü 電子ジャーナルの継続的購読
ü 機関リポジトリの充実（世界第6位 (2024.3)）
ü 桂図書館の新営 (2019.12)
ü 研究データのOAに向けた基盤整備
 (2025年からの義務化対応)

国連講演 (2019) @UN Dag Hammarskjöld Library, NY USA

我が国のオープンアクセス，オープンデータの取り組み ①の試み
（内閣府，CSTI，学術会議，文科省，JST）

ü プレプリント arXiv.org 
Advisory Board (2016-2018)

    プレプリントの国内普及

AI時代の最後の研究の砦

競争的公的資金を受ける研究成果(論文と根拠データ)
のオープンアクセス化（2025年度申請分より）の準備



複雑化する研究環境に向けた取り組み
研究者一人ではもう何もできない

検証
思考 理論/

数値計算

論証

論⽂化
知財化

論⽂誌決定

プレプリント
査読

出版

リポジトリ

実験
計測

データ
処理

⼀次データ

モチベー
ション

データ保存
研究公正

データ駆動シミュレーション

研究リテラシー

研究のサイクル

⼆次データ

オープンデー
タオープンアクセス

研究DXへのフィードバック

データエンジニア

デー
タサ
イエ
ンテ
ィス
ト

デー
タキ
ュレ
ータ

ライブラリアン

データアナリスト

データライブラリアン

データシェア

データ管理

オープン化 学際的共同研究の推進

研究者

実験系のデータ計測システ
ムの設計・運⽤およびデー
タ加⼯を⾏う⼈

取得されたデータが，予想される
現象に回帰していることの確認お
よび他のデータとの⽐較による妥
当性を評価する⼈．(データ駆動
でモデル抽出する⼈や,そのモデル
を使ってシミュレーションする⼈
も含む)

⼀連の研究からデータ駆動によ
る逆モデルの抽出などにより実
験プロセスと計算プロセスの妥
当性を評価し，研究者と議論で
きる⼈

得られた１次データ等の精度
チェック，測定の妥当性を評価す
る⼈

OA論⽂，エビデンスデータ，
データのシェア，クローズを管
理し，研究者コミュニティに提
供する図書館員

論⽂作成のプロセスをプラットフォー
ム上で提供する図書館員，データのメ
タデータなどを作成する⼈

①の試み



相互に結果を共有でき，
他者の研究のオリジナリティをリスペクトする中で，
越境できる学術コミュニティを再構築することこそが
目指すべき方向ではないでしょうか！


